
  

目的に満ちた人生を送りましょ

う！ 

 

喜びと目的に満ちた生き方は、人間関係、

愛、信仰を土台とします。自分の人生のた

めに神が計画されていることをよりはっき

りと知りたいと思うなら、その計画に関わ

って、自分の追求と発見の焦点を定めまし

ょう。デビッド・J・スワント氏の「この

世から離れて：キリスト者の成長と目的ガ

イド」から引用しました。 
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「黄金律」 

 

政治家であれ、ビジネス・リーダーであれ

、やる気を出させる語り手であれ、あるい

はただの一般人であれ、あらゆる職業の人

は、折に触れ黄金律の美徳に言及します。

実際、ほとんどすべての人が黄金律のこと

を聞いていて、その意味を知っています。 

 

ほとんどの人が、「自分にしてもらいたい

ことは、他の人にもしなさい」ということ

は社会にとって必要であることに合意する

でしょう。多くの点で、これは私たちの文

化、家族、友人を結ぶ基本構造です。黄金

律は他人に仕え、困っている人を親切に助

けることの美点を言い表しています。 

 

イエスは黄金律の作者でした。それはキリ

スト者として成功するための人生の主要な

優先項目の1つです。 

 

神は、キリスト者である私たち一人一人に

、信仰を単に神を信じるだけのレベルを超



えた高いところまで引き上げるよう、呼び

かけておられます。神の願いは、私たち各

々が他人の人生に触れることで信仰を実践

し、彼らに対する神の愛と恵みを示すこと

で神に栄光を帰することです。これが本当

に黄金律によって生きるということです。 

 

  



    

「円滑な人間関係への鍵」 

 

すべての関係には、それが友人、家族、配

偶者、または神との関係であっても、成功

に繋がる2つの根本的要素があります。す

なわち、個人間で共有される愛と情愛、そ

してその愛を実行に移すことです。 

 

まことに、本物の愛は常に行動を伴うので

す。真の友人は、困っている友人を見たら

助けます。私たちの神との関係においても

同じです。神への本当の愛は行動を伴いま

す。私たちの周囲の人たちの人生に触れる

ことで、神の御心に触れるのです。 

 

他者との関係を良い関係にすることは、神

と私たちとの間に正しい関係を作ることか

ら始まります。実際、他者と私たちとの関

係が神と私たちとの関係の延長であること

を神は求められます。 

 

信仰者として、神と私たちとの垂直な関係

と、信者同士の水平な関係は、神にとって



最も大切なものです。それは神を愛し、他

者を愛することです。 

 

  



 

「神への愛を育てる」 

 

神への愛を発展させることは、友人や家族

との関係よりも少し困難かもしれません。

主な理由の1つは、私たちは物理的に神を

見ることができないからです。神への愛を

維持し、成長させるには、信仰が必要です

。 

 

信仰は、本物の愛を私たちの心から直接神

へと向かわせるチャンネルです。神を肉眼

では見ることができないにも関わらずです

。神への愛を成長させるために、信仰はキ

リスト者の生活の中で活動しなければなり

ません。 

 

神のみことばを読み、その愛の姿とそれが

私たちや他者の人生に入り込む有様を見て

、さらに祈りを通して神との交わりに入っ

ていく時、私たちは神をますます多く知る

ようになります。時間をかけて神をもっと

知ることは、私たちの人生において神に対

する本物で成熟した愛を涵養します。 



 

神への愛は神への信仰から生じますが、そ

の愛が成長していくためには、行動を通じ

てその愛を実証することが必要です。信仰

を通じて神への愛は生まれ、行動を通じて

神への献身へと発展しますが、それが神と

の関係が成功し、成長するために必要とさ

れる相互関係です。 

 

神への愛は、信仰を行動に移すことによっ

て確実に成長しますが、こうした行動によ

って神の愛や私たちに対する好意を手に入

れるのではないことを理解するのも大切で

す。 

 

まことに、神は私たちを深く愛され、私た

ちが神を知るずっと前から既に無条件で愛

されています。神の愛が、私たちの愛の真

の源泉、神と他者のための愛の源泉です。 

 

  



   

「他者へ向けられる愛」 

 

神への愛が私たちの人生において働き、力

強く成長すると共に、他の人々を愛する私

たちの能力もまた成長していきます。他者

への愛が成熟すると共に、その愛を実証し

たいという欲求が高まります。そして神が

私たちを造られた最も重要な目的の1つが

満たされます。それは他者のために善い行

いをすることです。 

 

私たちが愛をもって行動することは、初め

からずっと神のご計画でした。それは私た

ち各人が善い行いを通じて他者の生活に触

れるという、神の総合計画の一部なのです

。 

 

私たちが親切な言葉を用いて他者の人生に

触れ、ある種の必要に応え、あるいは傷つ

いた心に耳を傾ける度に、私たちは自分の

愛だけでなく、私たちを通して神の愛を表

明しているのです。このようにして私たち

は、さもなくば闇と失望に満ちてしまうこ



の世界に、神の栄光を輝かせる主要な代理

人となるのです。 

 

光を輝かせるとは、言い換えれば私たちを

通じて神の光を輝かせることです。神の栄

光を他者に対して輝かせる重要な方法が3

つあります。 

 

１．効果的な証人となる 

２．他者に仕える 

３．キリスト者との交わり 

 

これら3つの方法を通して私たちの信仰を

行動に移すと、神の愛、恵み、あわれみを

他者が経験できるようになります。すべて

は神の栄光のためです。 

  



   

「効果的な証人となる」 

 

私たちの日常生活においてどのようにすれ

ば効果的な証人になれるのかを知るには、

他者が私たちの人生の中に何を見出すこと

を神が望んでおられるのかをまず理解する

必要があります。手短な答えは、もちろん

イエスです。しかし、それはどのような意

味でしょうか。 

 

イエスは、神が私たちにどのように生きる

ことを望まれているのかについて完璧な模

範を提供されました。イエスは今日とは大

きく異なる世界で地上の生涯を送られまし

たが、神の完全なご性格を体現し、私たち

の現代世界にとっても意味を持つ模範を提

供されています。 

 

私たちの人生の中で発展させ、他者に見出

して欲しいと神が望んでおられるもの、そ

れは神のご性格です。これは、イエスと私

たちとの個人的な関係を通じてのみ達成さ

れるのです。 



 

ぶどうの木に繋がっている枝がそこからい

のちを得て実を結ぶように、イエスとの関

係に留まることで私たちは実を結びます。

あるいは、他者に対して、私たちの人生を

通じて神のご性格を実証するのです。 

 

神のご性格――すなわち、その愛、喜び、

平安、辛抱、親切、善意、誠実、寛容、自

制――が私たちの中で、また私たちを通じ

て働く時、私たちは日々の生活で効果的な

証人となっているのです。 

 

イエスの時代にそうであったように、私た

ちの人生を通じて活発に外面に現れる神の

ご性格――すなわち、聖霊の実――は見間

違えようがありません。それはキリスト者

からも未信者からも注目され、誰かがそれ

について尋ねるのは珍しいことではありま

せん。 

 

備えていましょう。あなたがほとんど予期

せぬ時に、誰かがあなたを見て、尋ねて来

るかもしれません。あなたの個人的な救い

の証しと、あなた自身の人生において神が

継続的に驚くべき働きをなされていること



の証しは、偉大なスタート地点です。あな

たの教会や交わりに彼らを招き、神との関

係を探求するようにと彼らを励ましましょ

う！ 

 

  



   

「他者に仕える」 

 

仕えることの定義は、誰かの必要に応えら

れるということです。この応答は私たちの

時間、才能、資源、努力を要求するものか

もしれません。しかし、仕えることが神と

他者への愛から生まれる時、それは人生で

最も楽しく、報いのある経験の1つとなり

ます。 

 

他者の必要に応えることは、多くの形で可

能です。また、キリスト者の必要にも未信

者の必要にも、等しく応えることが可能で

す。個人の立場で、あるいはチームの一員

として地域教会で奉仕する機会は常にあり

ます。あなたは確実に、何か非常に価値の

あることを提供することができるのです。 

 

人々との単純な一対一の接触から生まれる

機会もあり、あるいは単に誰かの必要を観

察することから生まれることもあれば、求

められていないが助けることもあります。 

 



時間、資源、才能、単に励ましの言葉など

、あなたの与える応答が何であれ、それは

すべて仕える行為です。しかし、神は私た

ちが提供できる能力は限られていることを

理解されているので、献身する際には私た

ちが責任をもって良き管理者として働くこ

とを期待しておられます。  

 

神の願いは、私たちが喜んで自分自身を与

えることです。私たちの中には時として断

ることが困難な人もいますが、無理し過ぎ

ると、仕える時に神が望まれる快活さや喜

びを失ってしまうのも事実です。 

 

  



   

「キリスト者との交わり」 

 

他の信者に励まし、愛、強さを与えること

は、私たちにとって最大の優先事項の１つ

です。私たちはお互いを必要としています

。神がそのように私たちを造られたからで

す。神は私たちの誰にも「独りで事をなす

」ことを望んでおられません。 

 

まことに、他のキリスト者と良い関係を築

くことは、私たち自身の成長にとって決定

的に重要です。神はしばしば私たちのため

に「聖なる予約」を設定され、私たちが互

いに仕えたり励まし合ったりするようにさ

れます。多分私たちだけができることでし

ょう。 

 

数の力の原則はキリスト者にも適用されま

す。仲間の信者と強い信頼関係を持つこと

は、神と共に歩む私たちの成長を助けます

。 

 



地域教会を設立された際の神のご計画は、

あなたと他の信者とを結びつけることでし

た。キリストにある仲間の兄弟姉妹に祝福

を与えたり、彼らから祝福を受けたりする

恵みに与り、それを楽しみましょう！ 


